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ん の 種類 が ある 。 こ 2 う 
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Komatsu Kazuhiko 


し た 妖怪 の 特徴 を 考え よう と する と き 、 


その 基層 に ある 信仰 的 な 観念 や 文化 的 な 背景 を 理解 する こと が 大 切 で ある 。 
以下 に 、 そ の 主要 な 特徴 を 列挙 し て みよ う 。 











(1) 古来 、 日 本 人 の 信仰 の 基層 に は 、 い わ ゆ る アニ ミ 


きた 。 アニミズム と は 


の それ ぞ れ に 固有 の DERE 
(カミ 、 タ マシ イ ) が 宿っ て お り 、 事 物 が 作り 
が 働い て いる と みな す 信 仰 で ある 。 


























様 に 意思 を も つ 、 つ まり 


























、 自 然 界 の あら ゆる 事物 は 





ズム と 呼ば れる 観念 が ある と され で て 
、 具 体 的 な 形象 を も つと と も に 


























青土 な ど と いっ た 超自然 的 存在 、 い いか えれ ば 圭 的 存在 















































えば 、 山 や 川 、 木 や 水 、 岩 な ど に は 霊 現 が 宿っ 























「 妖 怪 的 な 存在 」 と な る 。 











ぐい に まで 拡張 され て きた 。 す な わ ち 、 牧 物 ・ 





悪意 を 抱い て 災厄 を も た ら す こと に な れ ば 、 そ れ ら の 霊 は いずれ も 「 妖 怪 」 もしくは 














この 観念 で 重要 な の は 、 こ の 土 的 存在 は 人 間 と 
思考 し 喜 篤 哀楽 を 感じ る と みな され て いる こと で ある 。 











H す 諸 現 象 に は 、 そ の 霊 的 存在 の 意 
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つま り 、 自 然 界 に 存在 する あら ゆる 事物 の 霊魂 は 、 潜 在 的 な 
妖怪 的 存在 で ある と いえ る の で ある 。 自然 の 精霊 の 妖怪 化 と し て 、 蛇 や 狐 、 賜 昧 、 鳥 














( 世 ) な ど を 挙げ る こと が で きる 。 
(2) こう し た アニ ミズ ム 的 観念 は 、 日 本 で は 


























然 物 を 加工 し て 作り 出し た 器物 ・ 道 具 の た 















































J 道具 に も 霊 Bs EDI っ て お り 、 扱 


























い 次 第 で 人 間 に 人 災厄 を も た ら す と 考え られ た 。 つ まり 、 器 物 や 道具 の 霊魂 は 潜在 的 な 


妖怪 的 存在 で ある と いえ る 。 こう 
生み 出さ れ た 。 これら の 妖怪 は 「 つ くも 神 」 と 呼ば れ て いる 























(3) こう し た 圭 的 存在 の 悪意 が 顕現 化 
























































し た 観念 に よっ て 、 た くさ ん の 器物 ・ 道 具 の 妖怪 が 




















し た と き 、 古 代 か ら 中 世 頃 の 日 本 人 は 、 通 常 、 そ れ 



































を 「 鬼 」 も し く は 「 此 神 」 と 呼ん だ 。 つ まり 、 殆 と は さま ざま な 了 著 悪 化し た 霊魂 ・ 精 
DO TE] が 夜 に な っ て 群 行 す る 様子 を 、「 百 鬼 和 夜行 」 と 称し 








画 
hgh 


の 総称 で あっ て 、 こ れ 

















た 。 し た が っ て 、 鬼 は 今 
























































(4) 日 本 で は 、 さ ま ざ ま な が 怪異 現象 に 「 名 づけ 」 が 
現象 を 引き 起こ し た 霊 的 存在 を 想定 し 、 そ の 霊 的 存在 の 名 前 を 用 いた 名 づけ が な され 
る 場合 と 、 怪 洪 現 象 の 状態 を その まま 表す よう な 名 づけ が な され る 場合 が あっ た 。 例 

















D THE) に 相当 する 。 ま た 、 こ れ ら の 鬼 は 、 今 日 の 画 
レ さ れ た 、 角 を も っ た 筋 朋 た くま し い 上 時 の イメ ー 
属性 を 留め る か た ち で 表現 され た 。 こ の 






























































ジ に 留まら ず 、 そ の 出 目 を 暗示 する 

















結果 、 妖 怪 図像 も 多様 化す る こと に な っ た 。 





な され た 。 こ の 「 和 名 づけ 」 に は 、 怪 異 
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(7) 


(8) 





えば 、 深 山 で 木 が 伐り 倒さ れる よう な 惨 音 が LEB, Cie ERAMO] 


ふる 








き 起 こし て いる 公 音 と 考え て 「 古 机 」 と いう 人 怪異 現象 と 命名 し た 。 深 山 の 谷 で 、 こ ち 
ら が 「 お 一 い 」 と 声 を 出す と 谷 の 向こう か ら 「 お 一 い 」 と 返答 が ある 。 これ を 怪異 現 











REL 「 和 や ま び ぴこ 」「 こ だ ま 」 








と 称す る が 、 こ れ は この 人 怪 音 を 引き 起こ し た の が 「 山 








彦 」( 山 の 男 ) ある い は 「 木 の 魂 」 で ある と 考え られ た か ら で あ る 。 こ の 圭 は 「 百 鬼 夜 
行 」( 群 行 す る た くさ ん の 上 鬼 ) の 一 種 で ある が 、 



































し か し その 造形 化 が な され た と き に は 、 


時 と は 異な る 個性 的 な 形象 が 与え られ た の で あっ た 。 


(5) 怪異 現象 の 状態 を その まま 表す よう な 名 づけ の 例 と し て 、 例 えば 「 小 豆 洗い 」 と いう 











公 異 現象 を 挙げ る こと が で きる 。 これ は 深山 に 泊まっ た と き に 、 谷 川 か ら 小 豆 を 洗っ 
て いる よう な 怪 音 が 聞こ えて くる 現象 で や る 。 こ れ を 「 小 豆 洗 い 」 と か 「 小 豆 と ぎ 」 


























な ど と 称し た 。 こ の 呼称 は 、 


すぎ な い の だ が 、 こ れ も や が て 「 存 在 化 」 し て 、 


この 怪 音 が 小豆 を 洗う 音 に 似 て いる こと か らき て いる に 








[超自然 的 存在 」 が 引き 起こ し て いる 

















現象 と みな され 、 さ ら に その 超自然 的 存在 それ E 

















身 ま で が 「 小 豆 洗 い 」 と 呼ば れる こ 











と に な っ て いっ た 。 つ まり 、「 小 豆 洗 い 」 と いう 現象 は 「 小 豆 洗 い 」 と いう 妖怪 が 引き 


起こ し て いる 怪異 現象 と な っ て いっ た の で ある 


怪 は 、 
な が っ て いっ た よう で ある 。 























妖怪 の 絵画 化 ・ 造 形 化 は 「 百 鬼 夜行 」 の 
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。 留意 すべ き は 、「 小 豆 洗い 」 と いう 妖 
小豆 を 洗う 2 こと し か で き な い 妖怪 で あり 、 こ れ が 妖怪 の キャ ラク ター 化 へ と つ 


像 化 と し て 始ま っ た よう で ある 。 こ の 「 鬼 」 





は 、 中 国 か ら 伝 来 し た 奥 の 図 像 を も と に し て いた も の と 思わ れる が 、 や が て それ ぞ 








が わか る よう な 図像 へ と 変化 し て いっ た 。 例 えば 、 
性 を 、 道 具 の 「 鬼 」 な ら ば 道具 の 属性 を 留め た 「 上 鬼 」 の 図像 を 描こ うと し た の で ある 。 




















その 結果 、 多 様 な 姿 か た ち を し た 鬼 の 区 











され る こと に な っ た 。 


像 が 作ら れ 、 多 様 な 「 妖 怪 」 

















鳥 の 「 鬼 」 な ら ば 鳥 の 属 




















の 図像 が 生み 出 


中 世 か ら 近 世 へ と 至る 過程 で 、 超 自然 的 存在 、 妖 怪 的 存在 べ へ の 信仰 心 つ まり それ ら が 
実在 する と いう 観念 が 衰退 し 、 小 説 家 や 絵師 た ち は 、 宮 崎 駿 が 自作 の アニ メー ショ ン 














ORD Ch RAED Hise (妖怪 ) を 創り 




















造形 を 参考 に し な が ら 、 














し た よう に 、 過 去 に 生み 出さ れ た 妖怪 の 
分 の 想像 に よっ て これ まで 存在 し て いな か っ た 妖怪 を 創り 








出し 、 そ れ を 楽し ゅ よう に な っ て いっ た 。 こ うし た 小説 家 や 絵師 た ち が 創 り 出し た 妖 


仏 た ち も ま た 、 多 く の 人 々 に 受け 入れ られ る こと に よっ て 、 日 本 の 妖 惨 文 化 更 の 一 角 




















を 占め る よう に な っ て いっ た 。 つ まり 、 フ ィ ク ショ ン の な か の 妖怪 た ち も ま た 、 日 本 
の 妖怪 の 仲間 な の で ある 。 今 も 、 古 い 時 代 の 妖怪 と と も に 新しい 妖怪 た ち が 生 み 出 さ 














れ て いる の で ある 。 
「 幽 幸 」 と は 、 人 間 の 死 























の 幽 震 も また 、 妖 怪 の 一 種 で ある 。 この 世に 出没 する 
ヽ は 生前 の 約束 を 果たす た め に 、 あ る い は 狂 み を 晴らす た め 








恋人 へ の 未練 か ら 、 あ る 
































の 魂 が 生前 の 姿 で この 世に さ 迷 い 出 て きた も の を いう 。 こ 











1] は さま ざま で ある 。 BOR, 























に 、 等 々 。 そ の な か で も 息 圭 の 場合 は 、 古 来 、 そ の 姿 か た ち が 史 と な っ て 出現 する と 





も 考え られ て いた 。 




















と ころ が 、 江 戸 時 代 以降 、 作 霊 は 個性 を も っ た 人 間 の 造形 イメ ー 


ジ で 描か れる こと が 多く な っ て きた 。 こ れ に よっ て 幽霊 の 種類 は 格段 に 多く な っ た の 














で あっ た 。 例 えば 、 








「 東 海道 四谷 怪談 」 の お 岩 、「 番 町 』 

















屋敷 」 の お 菊 、 等 々 。 























日 本 の 妖怪 観念 DR 届 を 考 Zz る Reflections on Japanese Yokai Culture 





以上 、 簡 単に で は ある が 、 そ の 妖怪 観 を 支え る 主要 な 特徴 を 述べ て みた 。 





AAO PRE SCE, 








と り わ け 妖 怪 画 の 伝統 は 、 





か か ら 生 み 出 され て きた の で あり 、 し た が っ て 、 妖 怪 文化 を 読み 解く た め に は 、 多 
な 観点 か ら の アプ ロー チ が 必要 で ある 。 近年 、 妖 惨 文化 史 の 復元 が 試み られ 、 そ れ に 








伴っ て 妖怪 画 の 発 
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E め られ て いる が 、 ま だ 十分 と は いえ な い 状 態 に ある 。 


Et 

















こう し た 信仰 的 伝統 や 文化 的 特徴 の な 
JAY 


